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・ 日に発表されたドイツＩｆｏ企業景況感（ 年＝ の指数）は、８月に前月差＋ ポイン

トと急伸後であったにもかかわらず、９月が同▲ ポイントと小幅な落ち込みにとどまった。

内訳は、８月に同＋ ポイントの現状判断が同▲ ポイント低下、８月に同＋ ポイントの

先行き判断が同▲ ポイントと、何れも小幅の反動減。昨年末以降の急激な景況冷え込みが一

服し、ドイツ景気は安定成長軌道に復帰しつつある。

・ 業種別の現状判断（ゼロが分岐点）は、サービス業（前月：＋ →今月：＋ ）、小売業

（＋ →＋ ）、建設業（＋ →＋ ）の内需関連業種が前月から改善モメンタムが加

速した一方、製造業（＋ →＋ ）と卸売業（＋ →＋ ）が鈍化し、全体の足を引っ

張った。業種別の先行き判断は、前月に急伸したサービス業（＋ →＋ ）の改善が鈍化し

たものの、製造業（＋ →＋ ）、小売業（▲ →▲ ）、卸売業（＋ →＋ ）、建設

業（＋ →＋ ）が揃って改善（改善モメンタムが加速ないし悪化モメンタムが縮小）。

・ 米中間の貿易戦争が一段とエスカレートしているが、製造業の業況下押しを内需部門の堅調が相

殺する構図。ただ、製造業の先行き判断も底打ち傾向にあり、自動車分野を対象とした米欧間の

貿易戦争がひとまず回避されたこと、米中貿易戦争や新興国不安が今のところドイツ企業に大き

な悪影響を与えていないことが、好感された模様。
■ドイツ：Ｉｆｏ企業景況感 ■ドイツ：業種別の先行きの業況判断

出所：I 出所：I

企業景況感

現状判断

先行き判断

（ ） 製造業 サービス業
卸売業 小売業

建設業

■ドイツＩｆｏ企業景況感

11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

企業景況感(総合)

現状指数
先行き指数

業況判断
製造業
サービス業
卸売業
小売業
建設業

出所：Ifo




